
k

「
憲
章
館
」
と
い
う
建
物
が
一
万
三
、

〇
〇
〇
円
で
建
設
さ
れ
た
。
今
で
は

新
幹
線
で
東
京
ま
で
行
け
な
い
金
額

で
あ
る
。

●
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
十
三
年
の
学
生
名
簿
の
中
に
父

兄
の
職
業
調
査
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
今
で
は
職
業
調
査
な
ど
、
と
ん

で
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
が
…
…
。
驚
く
こ
と
に
一
番

多
い
の
が
無
職
、
二
商
業
、
三
会

社
員
、
四
官
公
吏
、
五
農
業
、
六

医
師
…
…
十
三
弁
護
士
一
名
と
な

っ
て
い
る
。
無
職
が
一
番
と
は
ど
う

な
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
？

●
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）

岡
山
県
女
子

師
範
学
校
内

（
現
中
央
中
学
）

に
岡
山
県
第
二

岡
山
高
等
女
学

校
が
誕
生
。
男

子
は
一
中●

。
女

●
明
治
七
年
六
月
（
一
八
七
四
年
）

小
学
校
教
員
養
成
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
温
知
学
校
に
併
設
さ
れ

た
中
学
生
養
成
所
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
校
舎
は
今
の
内
山
下
小
学
校
の

あ
る
場
所
に
開
校
し
、
こ
れ
が
朝
日

の
起
源
。

●
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）現

在
の

中
央
中
学

校
（
旧
旭

中
学
所
在

地
）
の
あ

る
旧
岡
山

藩
学
校
跡

地

に

移

転
。

●
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）

岡
山
師
範
学
校
と

合
併
し
、
岡
山
学
校

中
学
科
と
な
る
。
帽

子
は
丸
帽
で
、
校
章
は
ペ
ン
先
の
交

差
し
た
、
慶
応
大
学
の
校
章
と
似
て

い
る
も
の
だ
っ
た
。

●
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）

岡
山
尋
常
師
範
学

校
と
分
離
し
、
岡
山

県
尋
常
中
学
校
と
な

る
。
二
十
年
に
校
章

も
変
わ
り
、
角
帽
と

な
っ
た
。

●
明
治
二
十
九
年
十
一
月

（
一
八
九
六
年
）

岡
山
城
（
烏
城
）
の
城
郭
内
に
新

校
舎
を
建
設
移
転
。
こ
の
前
年
に
日

清
戦
争
が
終
わ
っ
た
。
コ
ロ
ッ
ケ
や

オ
ム
ラ
イ
ス
も
こ
の
頃
誕
生
し
た
。

●
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
年
）

岡
山
県
岡
山
尋
常
中
学
校
か
ら
岡

山
県
岡
山
中
学
校
に
名
称
変
更
さ
れ

た
。

●
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

校
章
が
変
わ
り
現
在
の
原
型
と
な

っ
た
。

現
在
の
在
校
生
は
表
札
を
掲
出
し

て
い
る
が
、
こ
の
年
の
一
月
か
ら
決

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
通

学
規
程
の
七
条
に
「
夜
間
市
中
ヲ
徘

徊
シ
又
ハ
猥
リ
ニ
學
友
間
往
復
シ
テ

互
ニ
其
勉
學
ヲ
妨
害
ス
ル
等
ノ
事
ア

ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
あ
る
。
大
変
な
時

代
だ
っ
た
ん
だ
！

又
、
夏
休
み
の

注
意
書
き
に
「
芝
居
、
寄
席
、
料
理

店
な
ど
に
出
入
り
し
、
み
だ
り
が
し

き
小
本
雑
誌
類
に
触
れ
候
は
是
亦
生

徒
の
風
儀
を
み
だ
し
候
て
甚
だ
よ
ろ

し
か
ら
ず
候
間
厳
重
に
御
さ
し
と
め

あ
り
た
し
」
と
あ
る
。
家
族
で
レ
ス

ト
ラ
ン
に
も
行
け
ず
、
今
の
週
刊
誌

の
た
ぐ
い
は
触
れ
て
も
い
け
な
い
。

そ
の
頃
の
学
生
は
何
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
ん
か
な
〜
？

●
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）

こ
の
年
十
一
月
に
校
旗
、
校
訓
が

制
定
さ
れ
た
。
校
旗
は
今
も
一
部
使

わ
れ
て
い
る
「
三
足
烏
」。「
八
咫
烏

（
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
）」
と
い
う
者
も
居
る

が
日
本
神
話
よ
り
も
中
国
の
影
響
を

受
け
た
太
陽
に
住
む
烏
か
ら
き
て
い

る
ら
し
い
。

こ
の
校

旗
は
時
の

第
一
〇
代

校
長
光
岡

金
雄
先
生

が
個
人
で

寄
贈
さ
れ

た
。
そ
の

時
の
生
徒

代
表
で
謝
辞
を
述
べ
た
の
が
、
か
の

有
名
な
物
理
学
者
仁
科
芳
雄
氏
で
あ

っ
た
。

●
大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）

岡
山
県
立
岡
山
中
学
校
か
ら
岡
山

県
第
一
岡
山
中
学
校
と
名
称
変
更
に

な
る
。
即
ち
一
中
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。

●
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）

創
立
五

〇
周
年
記

念
式
典
挙

行
。
こ
れ

を
記
念
し

城
郭
内
に

我
ら
が
母
校
「
岡
山
朝
日
」
は
、
そ
の
時
代
時
代
の
要
請
で
幾
度
か
の
脱
皮

を
繰
り
返
し
、
大
き
く
成
長
（
？
）
し
て
き
ま
し
た
。
来
年
の
創
立
一
三
〇
周

年
に
は
学
問
的
価
値
の
高
い
本
格
的
な
記
念
校
史
が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
回
は
そ
の
一
三
〇
年
の
歴
史
を
、
学
問
的
価
値
は
度
外
視
し
て
、
何
で
も
あ

り
の
ア
ラ
カ
ル
ト
風
に
駆
足
で
回
顧
し
ま
し
た
。

佐
賀
の
乱
。
九
州
各
地
で

士
族
の
反
乱
多
発
。
最
大

は
明
治
十
年
の
西
南
戦

争
。
前
年
の
六
年
に
徴
兵

制
は
じ
ま
る
。

巡
査
の
初
任
給
四
円
。

十
二
年
間
に
、
四
度
名
称

が
変
わ
っ
て
い
る
。
教
育

制
度
も
混
乱
期
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
る
。
当
時
の
学

生
は
こ
ん
な
こ
と
で
は
負

け
な
か
っ
た
！

コ
ー
ヒ
ー
一
杯
三
銭
。

「
大
日
本
婦
人
束
髪
会
」

が
設
立
さ
れ
、
髷
か
ら
束

ね
髪
に
。

永
井
荷
風
「
ふ
ら
ん
す
物

語
」
発
禁
と
な
る
。
伊
藤

博
文
ハ
ル
ピ
ン
駅
頭
で
殺

害
さ
る
。

牛
乳
一
本
三
銭
九
厘
。

「
す
み
れ
の
花
咲
く
頃
」

が
大
ヒ
ッ
ト
。
ヒ
ト
ラ
ー

が
総
統
に
就
任
。
大
日
本

東
京
野
球
倶
楽
部
誕
生

（
後
の
巨
人
軍
）。

コ
ー
ヒ
ー
一
杯
一
五
銭
。

谷
崎
潤
一
郎「
痴
人
の
愛
」

発
行
。
荻
野
久
作
「
オ
ギ

ノ
式
避
妊
法
」
発
表
。
第

一
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
（
シ
ャ
モ
ニ
ー
）
。

た
ば
こ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ

ッ
ト
」
七
銭
。

大
日
本
蹴
球
協
会
設
立
。

「
船
頭
小
唄
」
が
流
行
。

銭
湯
が
六
銭
で
あ
っ
た
。

年
賀
状
が
元
日
に
配
達
さ

れ
る
。
勝
海
舟
が
他
界

（
七
七
歳
）。
東
京
の
人
口

は
お
よ
そ
一
三
六
万
人
。

銀
座
に
ビ
ア
ホ
ー
ル
誕

生
。
五
〇
〇
P
で
一
〇
銭

だ
っ
た
。

岡山藩学校校門
（岡山市立中央図書館蔵）

門標には「岡山県岡山尋常中
学校」とある

新築間もないころの校舎

50周年記念館として建
てられた憲章館

h

校友会から発行
された60周年会
報

昭和15年 3 月卒業アルバムより

一
三
〇
年
間
を
大
急
ぎ
で
…
…
！
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同
窓
生
総
数三万

四
、二
八
二
人

在
校
生
　
男
子
　
六
一
二
人

女
子
　
四
六
五
人

在
職
教
職
員
数
　
　
九
六
人

Q〈
ち
ょ
っ
と
い
い
話
〉

売
店
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
無
人

で
置
い
て
あ
る
。
買
っ
た
人
は
箱
に

お
金
を
入
れ
勝
手
に
持
っ
て
帰
る
。

し
か
し
お
金
が
合
わ
な
い
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
ら
し
い
。
や
は
り
朝
日

高
生
だ
、
さ
す
が
だ
！
（
あ
た
り
前

か
？
）
し
か
し
今
や
あ
た
り
前
が
な

か
な
か
出
来
な
い
。

一
寸
先
も
判
ら
な
い
今
日
此
頃
、

先
の
こ
と
な
ど
判
る
は
ず
も
な
い

が
、
今
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で

も
紹
介
し
よ
う
。あ
と
は
先
輩
諸
氏
、

教
職
員
の
先
生
方
、
在
校
生
の
努
力

で
よ
り
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
く
で

あ
ろ
う
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

◆
決
定
事
項

™
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

（
母
校
回
遊
）

平
成
十
六
年
三
月
二
十
七
日
m

於
・
朝
日
高
校

™
新
校
舎
建
設

平
成
十
八
年
秋
（
竣
工
予
定
）

建
設
さ
れ
た
。
現
在
も
食
堂
そ
の
他

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

●
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）

こ
の
年
の
夏
の
甲
子
園
を
め
ざ
し

た
岡
山
県
大
会
で
、
惜
し
く
も
準
優

勝
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
年
か
ら
朝
日

を
甲
子
園
に
送
る
会
が
発
足
。
資
金

集
め
を
開
始
し
た
が
、
現
在
ま
で
実

現
し
て
い
な
い
。

●
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
年
）

創
立
一
一
〇
周
年
。
同
窓
会
資
料

館
が
建
設
さ
れ
た
。

●
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

創
立
一
二
〇
周
年
記
念
式
典
が
挙

行
。
こ
の
年
は
記
念
の
建
物
は
作
ら

ず
、
一
三
〇
周
年
を
目
指
し
十
年
か

け
て
本
格
的
な
校
史
を
発
行
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。

●
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）

こ
れ
ま
で
の
五
校
（
朝
日
・
操

山
・
大
安
寺
・
一
宮
・
芳
泉
）
の
総

合
選
抜
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
希
望
校

に
入
学
出
来
る
道
が
開
か
れ
た
。

現
在
の

講
堂
が

建
設
さ

れ
た
。

ま
た
現

在
の
校

歌
も
服

部
忠
志

先
生
と

中
山
善
弘
先
生
の
お
二
人
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
。

●
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）

創
立
九
〇
周
年
記
念
式
典
。
現
在

の
同
窓
会
館
が
記
念
に
建
設
さ
れ

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
た
年
で
も
あ
る
。

●
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
年
）

東
大
の
a
武
研
究
室
設
計
に
よ
る

新
校
舎
が
完
成
、六
月
に
移
転
し
た
。

こ
の
校
舎
も
数
年
内
に
取
り
壊
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

●
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
年
）

創
立

一
〇
〇

周
年
記

念
式
典

が
挙
行

一
〇
〇

周
年
記

念
館
が

県
立
岡
山
第
一
高
等
学
校
に
名
称
変

更
に
な
っ
た
。
女
子
も
岡
山
県
立
岡

山
第
二
女
子
高
等
学
校
と
な
っ
た
。

●
昭
和
二
十
四
年

八
月
三
十
一
日
（
一
九
四
九
年
）

岡
山
県
立
岡
山

第
一
高
等
学
校
・

岡
山
県
立
岡
山
県

第
二
女
子
高
等
学

校
、
こ
の
二
校
が

合
併
し
て
岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
等

学
校
が
誕
生
。
十
一
月
二
十
一
日
に

は
創
立
七
五
周
年
記
念
式
典
を
内
山

下
校
舎
（
岡
山
城
内
）
で
挙
行
。
記

念
講
演
は
仁
科
芳
雄
博
士
で
「
原
子

爆
弾
の
出
来
る
ま
で
」
が
演
題
だ
っ

た
と
言
う
。

●
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）

第
六
高
等
学
校
が
現
在
の
岡
山
大

学
の
あ
る
旧
兵
舎
跡
に
移
転
し
た
の

を
機
に
、
内
山
下
校
舎
、
中
山
下
校

舎
の
統
合
も
あ
っ
て
国
富
に
移
転
を

開
始
し
た
。
三
年
か
か
っ
て
引
越
は

終
了
。
岡
山
城
入
口
の
石
垣
に
「
岡

山
中
学
の
跡
」
と
刻
ま
れ
た
。

●
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）

創
立
八
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

子
は
高●

女
と
少
し
お
か
し
い
。

こ
の
年
か
ら
教
練
が
一
段
と
厳
し

く
な
り
、
軍
国
主
義
へ
と
突
き
進
ん

で
行
く
の
で
あ
る
。

●
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）

い
よ
い
よ
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま

っ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
新
入
生

は
角
帽
か
ら
戦
闘
帽
に
変
わ
っ
た
。

戦
闘
帽
に
校
章
が
つ
い
て
い
た
。
満

州
事
変
の
頃
（
昭
和
六
年
）
一
度
制

服
制
帽
の
廃
止
が
持
ち
上
が
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
同
窓
会
が

憤
慨
し
て
県
の
学
務
課
へ
押
し
か

け
、
廃
止
論
を
立
ち
消
え
に
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

●
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
九
日

（
一
九
四
五
年
）

岡
山
大
空
襲
。
一
中
校
舎
、
第
二

高
女
校
舎
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

生
徒
は
八
月
末
ま
で
後
片
付
け
や
、

食
糧
不
足
を
補
う
た
め
、
焼
跡
開
畑

に
精
を
出
す
。
授
業
再
開
は
九
月
一

日
、
三
ケ
所
に
分
れ
て
始
ま
っ
た
。

●
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）

新
制
高
等
学
校
の
発
足
で
、
岡
山

80周年記念講堂100周年記念館

戦時中の
一中生の服装

昭和16年の入学生
から戦闘帽となっ
た（江木功氏提供）

校章

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
前
畑
秀
子
・
田
島
直
人

が
金
メ
ダ
ル
。
二
・
二
六

事
件
が
発
生
し
た
。

帝
銀
事
件
。
イ
ン
ド
・
ガ

ン
ジ
ー
が
暗
殺
さ
る
。
イ

ス
ラ
エ
ル
共
和
国
が
立
国

宣
言
。

エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
の
Ｃ
Ｍ

が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
た
ば
こ

「
ピ
ー
ス
」
一
〇
本
入
り

一
〇
〇
円
。

湯
川
秀
樹
博
士
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
、
一
ド
ル
三
六

〇
円
に
設
定
。

伊
藤
整
訳
の
「
チ
ャ
タ
レ

イ
夫
人
の
恋
人
」
発
禁
。

朝
鮮
戦
争
勃
発
。

マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
が

夫
デ
ィ
マ
ジ
オ
と
来
日
。

映
画
「
七
人
の
侍
」
上
映
。

ビ
ー
ル
（
五
〇
〇
P
）

一
二
六
円
五
〇
銭
。

大
阪
万
博
開
催
。
日
本
の

総
人
口
が
一
億
を
突
破
し

た
。
三
島
由
紀
夫
が
割
腹

自
殺
。

ラ
ー
メ
ン
一
杯
一
六
〇
円
。

松
本
サ
リ
ン
事
件
。
関
西

新
空
港
開
港
。

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
。
日
本
中
の
ネ
オ
ン
が

消
え
た
。

ダ
ッ
ト
サ
ン
の
セ
ダ
ン

（
排
気
量
七
二
〇
㏄
）

二
、九
九
〇
円
。

そ
し
て
今
、
平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
年
）

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
朝
日
は
？

。

〈食堂のメニュー〉


